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i,J dt dt
D2hij些 _旦更 旦 リ更 _-一 gり 1.･,Il,l (16)
∂91 ∂〆 Dゥ)lI)9)J
や1はスピノル場 I)/Dt等は共変微分をあらわすOこれはsupersymmetric非線型 O-模型の標準的なラ
グランジアンで,大ざっばにいって(16)の第1項 (t iにかこまれた項 )がsupersymmetric量子力学































の数 )とは異なりこれよりは常に大きいMm≫Bm(Morseの不等式 )｡より正確には Zを不定元として
∩ l l
∑M-zm-mE.B- zm=(1+Z )mR Q-zmm=0
が成り立つ｡Qmは非負整数｡(19)でZ--1とおくと
∩ n





































r- - logdetiB (3)
が用いられる.detiB は(1)で許されるすべての)の無限積である.(2)や(3)に見られるように,量子化さ
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